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回次
第69期

第３四半期連結
累計期間

第70期
第３四半期
累計期間

第69期

会計期間

自2021年
４月１日
至2021年
12月31日

自2022年
４月１日
至2022年
12月31日

自2021年
４月１日
至2022年
３月31日

売上高 （千円） 4,570,551 4,606,150 5,846,550

経常利益 （千円） 22,544 387,790 328,965

親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）又は四半期（当期）純損

失（△）

（千円） △33,695 △115,735 △528,278

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 4,043,850 4,043,850 4,043,850

発行済株式総数 （千株） 9,152 9,152 9,152

純資産額 （千円） 10,405,618 10,358,837 10,412,659

総資産額 （千円） 20,621,793 17,097,996 18,768,165

１株当たり四半期（当期）純損失

（△）
（円） △4.25 △14.63 △66.78

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 50.5 60.6 55.5

回次
第69期

第３四半期連結
会計期間

第70期
第３四半期
会計期間

会計期間

自2021年
10月１日
至2021年
12月31日

自2022年
10月１日
至2022年
12月31日

１株当たり四半期純利益又は１株

当たり四半期純損失（△）
（円） △3.62 11.13

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１．当社は2022年８月８日付で連結子会社であった吉奥馬科技（無錫）有限公司の持分を譲渡したことにより、

連結子会社が存在しなくなったため、第２四半期会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりません。

このため、主要な経営指標等の推移については、第69期第３四半期連結累計期間は四半期連結財務諸表につ

いて、第70期第３四半期累計期間は四半期財務諸表について、第69期は財務諸表について記載しておりま

す。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２【事業の内容】

　当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　なお、2022年８月８日付で連結子会社であった吉奥馬科技（無錫）有限公司の全出資持分を譲渡いたしましたの

で、連結の範囲から除外しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについて重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　当社は2022年８月８日付で連結子会社であった吉奥馬科技（無錫）有限公司の全出資持分を譲渡したことに伴い、

第１四半期累計期間までは連結決算でありましたが、第２四半期累計期間より非連結決算へ移行いたしました。な

お、前第３四半期連結累計期間において四半期連結財務諸表を作成しておりましたが、上記により第２四半期累計期

間より四半期連結財務諸表を作成していないため、比較分析は行っておりません。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

　当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルスによる行動制限の緩和に伴い持ち直しの動き

が見られたものの、ウクライナ情勢の長期化や、世界的な金融引き締めの継続、原材料価格やエネルギー価格の高

騰が続くなど依然不透明な状況が続いております。

　このような環境の中、当社を取り巻く事業環境は、当社の主力製品が関連するスマートフォン市場において液晶

パネルへの需要減速が続く中、自動車市場でのメーターパネル向け液晶パネルやカバーパネルへの需要が安定的に

推移したことから概ね堅調に推移いたしました。

　この結果、売上高は4,606百万円となりました。損益につきましては、モビリティや半導体・電子部品、その他

製品向け薄膜製品の売上げが安定的に推移したことから、営業利益は317百万円となり、円安に伴う為替差益38百

万円を営業外収益に計上したことなどから、経常利益は387百万円となりました。また、第２四半期において当社

の連結子会社であった吉奥馬科技（無錫）有限公司の全出資持分の譲渡に伴う事業譲渡損493百万円を特別損失に

計上したことから、四半期純損失は115百万円となりました。

　品目別の状況は、次のとおりであります。なお、当社は、成膜加工関連事業の単一セグメントであるため、品目

別に記載しております。

（ディスプレイ）

　液晶パネル用帯電防止膜やタッチパネル用透明導電膜は、自動車向けメーターパネルやウエラブル端末向けの受

注は安定的に推移いたしましたが、スマートフォン、タブレット、ゲーム機器向けの受注は低調に推移いたしまし

た。

　この結果、売上高は1,740百万円となりました。

（モビリティ）

　モビリティ向け薄膜製品は、前期下期に投入した生産ラインの効果によりカバーパネル用薄膜製品の受注は引き

続き好調に推移いたしました。

　この結果、売上高は1,462百万円となりました。

（半導体・電子部品）

　半導体・電子部品向け薄膜製品は、半導体向けが安定的に推移したことに加え、電子部品向け金属配線・電極膜

等の受注が増加いたしました。

　この結果、売上高は866百万円となりました。

（その他）

　その他薄膜製品及び関連部材は、顧客や商材毎での増減はあるものの全体としては引き続き順調に推移いたしま

した。

　この結果、売上高は536百万円となりました。

　当第３四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末に比べ1,670百万円減少し、17,097百万円となりました。

これは主に、有価証券が200百万円、仕掛品が221百万円増加したものの、現金及び預金が609百万円、受取手形及

び売掛金が810百万円、投資その他の資産のその他に含まれる関係会社出資金が156百万円、関係会社長期貸付金が

588百万円減少したことなどによるものであります。

　負債合計は、前事業年度末に比べ1,616百万円減少し、6,739百万円となりました。これは主に、支払手形及び買

掛金が877百万円、流動負債のその他に含まれる設備関係支払手形が480百万円、長期借入金が216百万円減少した

ことなどによるものであります。

　純資産合計は、前事業年度末に比べ53百万円減少し、10,358百万円となりました。これは主に、利益剰余金が

115百万円減少したことによるものであります。
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(2) 重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

(3) 経営方針・経営戦略等

　当第３四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期累計期間において、当社が優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあり

ません。

(5) 研究開発活動

　当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は220百万円であります。

　なお、当第３四半期累計期間において研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 21,600,000

計 21,600,000

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2022年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,152,400 9,152,400
東京証券取引所

スタンダード市場
単元株式数100株

計 9,152,400 9,152,400 － －

②【発行済株式】

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

年月日
発行済株式総
数増減（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2022年10月１日～

2022年12月31日
－ 9,152,400 － 4,043,850 － 8,297,350

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないた

め、記載することができないことから、直前の基準日（2022年９月30日）に基づく株主名簿による記載をし

ております。

2022年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,242,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,908,500 79,085 －

単元未満株式 普通株式 1,800 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 9,152,400 － －

総株主の議決権 － 79,085 －

①【発行済株式】

　（注）１．「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が200株含まれておりま

す。また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれておりま

す。

２．「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式16株が含まれております。

2022年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ジオマテック株式会社
神奈川県横浜市西区みな

とみらい２－２－１
1,242,100 － 1,242,100 13.57

計 － 1,242,100 － 1,242,100 13.57

②【自己株式等】

（注）上記以外に自己名義所有の単元未満株式16株を所有しております。

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　当社は、2022年８月８日付で連結子会社であった吉奥馬科技（無錫）有限公司の全持分を譲渡いたしました。

　これにより、第２四半期累計期間（2022年４月１日から2022年9月30日まで）より四半期財務諸表を作成している

ため、四半期損益計算書に係る比較情報は記載しておりません。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（2022年10月１日から2022年12

月31日まで）及び第３四半期累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、

有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は、前事業年度に連結子会社でありました吉奥馬科技（無錫）有限公司の全出資持分を第２四半期に譲渡した

ことにより連結子会社がなくなりましたので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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（単位：千円）

前事業年度
（2022年３月31日）

当第３四半期会計期間
（2022年12月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,584,687 4,975,336

受取手形及び売掛金 ※２ 4,984,536 ※１,※２ 4,173,720

電子記録債権 530,964 ※１ 667,983

有価証券 300,000 500,000

商品及び製品 3,487 ※２ 6,917

仕掛品 ※２ 386,742 ※２ 608,047

原材料及び貯蔵品 ※２ 1,208,728 ※２ 1,355,470

その他 260,672 121,246

貸倒引当金 △399 △456

流動資産合計 13,259,421 12,408,265

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 435,235 428,547

機械及び装置（純額） ※３ 1,018,468 ※３ 945,301

土地 1,084,198 1,084,198

その他（純額） 108,543 151,477

有形固定資産合計 2,646,446 2,609,524

無形固定資産 69,973 79,217

投資その他の資産

投資有価証券 1,380,913 1,339,189

保険積立金 469,445 477,563

その他 942,969 185,240

貸倒引当金 △1,004 △1,004

投資その他の資産合計 2,792,323 2,000,988

固定資産合計 5,508,744 4,689,730

資産合計 18,768,165 17,097,996

１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】
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（単位：千円）

前事業年度
（2022年３月31日）

当第３四半期会計期間
（2022年12月31日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２ 4,815,476 ※２ 3,937,870

１年内返済予定の長期借入金 689,248 721,372

未払金 217,589 126,738

未払法人税等 59,969 16,922

賞与引当金 126,404 59,303

その他 706,414 346,503

流動負債合計 6,615,103 5,208,711

固定負債

長期借入金 1,465,613 1,249,273

役員退職慰労引当金 5,100 5,100

退職給付引当金 244,792 248,283

その他 24,896 27,791

固定負債合計 1,740,401 1,530,447

負債合計 8,355,505 6,739,159

純資産の部

株主資本

資本金 4,043,850 4,043,850

資本剰余金 8,297,350 8,297,350

利益剰余金 △697,876 △813,612

自己株式 △1,311,155 △1,311,155

株主資本合計 10,332,167 10,216,431

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 80,492 142,405

評価・換算差額等合計 80,492 142,405

純資産合計 10,412,659 10,358,837

負債純資産合計 18,768,165 17,097,996
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（単位：千円）

当第３四半期累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年12月31日）

売上高 4,606,150

売上原価 3,291,047

売上総利益 1,315,102

販売費及び一般管理費 997,778

営業利益 317,324

営業外収益

受取利息 4,832

受取配当金 10,767

為替差益 38,882

不動産賃貸料 3,960

その他 24,278

営業外収益合計 82,721

営業外費用

支払利息 8,494

その他 3,761

営業外費用合計 12,256

経常利益 387,790

特別損失

事業譲渡損 ※ 493,295

特別損失合計 493,295

税引前四半期純損失（△） △105,505

法人税、住民税及び事業税 10,230

法人税等合計 10,230

四半期純損失（△） △115,735

（２）【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－２

項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用

することとしております。

　なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

前事業年度
（2022年３月31日）

当第３四半期会計期間
（2022年12月31日）

受取手形 －千円 8,595千円

電子記録債権 － 16,607

前事業年度
（2022年３月31日）

当第３四半期会計期間
（2022年12月31日）

受取手形及び売掛金 3,736,365千円 2,855,307千円

商品及び製品 － 3,481

仕掛品 219,551 411,799

原材料及び貯蔵品 464,757 235,389

支払手形及び買掛金 4,489,106 3,571,044

前事業年度
（2022年３月31日）

当第３四半期会計期間
（2022年12月31日）

機械及び装置 153,786千円 153,786千円

（四半期貸借対照表関係）

※１　四半期会計期間末日の満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日または決済日をもって決済

処理をしております。なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の満期手形及び電子記

録債権が、当四半期会計期間末残高に含まれております。

※２　取引先からの有償支給材料に係る代金相当額が次の科目に含まれております。なお、有償支給材料代金は、「売

上高」及び「売上原価」から控除して表示しております。

※３　国庫補助金等により取得した資産について取得価額から控除している圧縮記帳額は、次のとおりであります。

（四半期損益計算書関係）

※　事業譲渡損の内容は次のとおりであります。

当第３四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

　事業譲渡損は、吉奥馬科技（無錫）有限公司に対する関係会社出資金156,941千円、関係会社貸付金694,406千円

及びその他29,449千円の合計額880,796千円と、同社への全出資持分を厦門鏵龍投資管理有限公司へ譲渡した金額

との差額を計上しております。
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当第３四半期累計期間
（自  2022年４月１日

至  2022年12月31日）

減価償却費 266,494千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

  当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

（株主資本等関係）

当第３四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

配当金支払額

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期累計期間（自2022年４月１日　至2022年12月31日）

　当社は、成膜加工関連事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（単位：千円）

当第３四半期累計期間

（自　2022年４月１日

至　2022年12月31日）

ディスプレイ

液晶パネル 1,034,347

タッチパネル 500,146

その他ディスプレイ 206,227

計 1,740,722

モビリティ 1,462,514

半導体・電子部品 866,451

その他 536,462

顧客との契約から生

じる収益
4,606,150

その他の収益 －

外部顧客への売上高 4,606,150

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報
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当第３四半期累計期間
（自　2022年４月１日

至　2022年12月31日）

１株当たり四半期純損失（△） △14円63銭

（算定上の基礎）

四半期純損失（△）（千円） △115,735

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △115,735

普通株式の期中平均株式数（株） 7,910,284

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在し

ないため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

2023年２月７日

ジオマテック株式会社

取締役会　御中

有限責任監査法人トーマツ

東京事務所

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 坂本　一朗

指定有限責任社員

業務執行社員
公認会計士 福島　啓之

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジオマテック株式

会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの第70期事業年度の第３四半期会計期間（2022年10月１日から2022年12月

31日まで）及び第３四半期累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半

期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ジオマテック株式会社の2022年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかっ

た。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」に

記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人

としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断してい

る。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切である

かどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する

事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュ

ー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施

される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論

は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業とし

て存続できなくなる可能性がある。

・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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